












─  考古遺跡や遺物を焦点として ─
























（6） 第一に成都市文物考古研究所「成都市蒲江縣古代鹽業遺址考古調査簡報」（『中國鹽業考古 ─  長江上游
古代鹽業于景觀考古都初歩研究』第一集、科學出版社、二〇〇六年）第一二六～一四五頁、また第二に龍
騰「蒲江縣鹽井附近摩崖造像考察」（『中國鹽業考古 ─  長江上游古代鹽業于景觀考古都初歩研究』第一集、
科學出版社、二〇〇六年）第一四六～一六一頁を挙げうる。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































的化學證據」（『法國漢学』叢書編輯委員會編『法國漢学 ─  考古發掘與歴史復原』第十一輯、中華書局、
二〇〇六年）第二三～三五頁を参照のこと。
（73） 安德烈・嚴科夫斯基〔Andrea Yankowski〕「傳統技術和古代器物 ─  菲律賓中部保和（Bohol）島的制鹽業






































（77） 奥利維〔Laurent Olivier〕（法）科瓦希克〔Joseph Kovacik〕（英）「法國洛林 de la Seille 的制鹽陶器 Briquetage 
─  歐洲鐵器時代鹽的原始工業生産」（『南方文物』二〇〇八年第一期）第三四～三九頁。
206
東北学院大学論集　歴史と文化　第 53号
尖底杯や小口圜底罐は当時の成型器具でもあった。国外の考古学的発掘からは、鹽業遺
跡において煎熬器具は通常は大鍋により煎熬され、そして小陶器をつかい鹽漿を入れ込み、
そしてそこで同時並行的に塩錠を形成していく。もし小型の陶容器で塩の煎熬を行った場
合には、この小型陶容器が往々にして成型器具としての機能も持ち合わせることとなる。
しかも最も重要なのが、この種の陶容器（往々にしてこれは尖底あるいは圜底となる）を
支え安定させるためには、国外においてはこの種の陶器の底部に通常は支脚あるいは取っ
手をつけるものであり、その状況は四川盆地と変わらないという点である。
『水經注』〔巻三十三〕「江水一」〔「湯谿水」〕〕には今の雲陽県の雲安鎮において盛んに
製塩が行われている様を記載し、つづけて「粒の大なるものは一寸四方もあり、中央は隆
起していて、形は張繖〔張った傘〕のようである。そのためこの塩を名付けて繖子塩とい
うのである。そうでないものであっても、形はやはり必ず方形であり、ふつうの塩と異な
る」と記している。この繖子塩とひっくり返した尖底盞の形状とはとても類似している。
これは偶然の一致として理解することはできないであろう。この種の繖子塩はおそらく成
型器具から塩錠が作られたであろうことを裏付けているのである。
中壩遺跡の考古学的発見が明らかにしているのは、それぞれの時代の尖底杯や小口圜底
罐がある程度異なるものであるとはいえ、同一の時代層において多数の尖底杯や小口圜底
罐の大小や容量がかえって比較的に統一されているということである。これは製塩の陶器
が標準化され、また最適化されていた傾向を反映するものであろう。標準化の状況とは、
つねに製塩のための陶器の成型器具、あるいは直接に煎熬しそのまま塩塊を形成するため
の陶器にこそあらわれるだろう。研究者たちはとても重要なひとつの誘因として、均一な
大きさの塩塊が貿易時の交換単位となり得るだろうこと、場合によればそれは貨幣のよう
に振る舞うであろうことを指摘している。ただ新石器時代晩期の深腹缸は体積がやや大き
いため、現代の一部の手工業による製塩工場で生産された塩錠と類似している。こうして
製造された塩錠は交換単位となったとは考えにくく、おそらくわずかに運搬に便利である
という需要のためにこういう形にされたのであろう。
幾種かの塩の成型器具の底部は尖底でなければ圜底となる（深腹缸は小さな底部が尖底
となるという変化をたどった。相対的に巨大な口部や比較的高い器身からすれば、小さな
底部もまた尖底と見なせよう）。ドイツの Saale河〔中央ドイツで始まりエルベ川に合流
するために北に流れるザーレ川〕の河谷の遺跡における小型の製塩容器は大口の陶鍋で、
塩を煎熬したのちに尚お未だ完全には乾燥しきっていない結晶塩をこそげ取り、この種の
小型容器に入れてふたたびトロ火で焙って乾燥させるものだと考えられているが、この小
型陶器も尖底（あるいは尖底に近い小平底）あるいは圜底の傾向があった。塩の成型器具
におけるこの種の傾向はおそらくその功能に起因するものだろう。尖底の陶器は土中に挿
入して煎熬すれば別途に支架が必要であることもなく、しかも圜底の陶器であれば熱を受
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ける面積が大きく蒸散を容易とする利点があり（78）、しかも灰燼の上に置くのも簡単であ
る。
中壩遺跡で出土した大量の「柱痕」は、紹介によれば「殷周の際の「柱痕」からは、や
や多い角杯や破片が発見された。春秋時代前後のものからは、多くの花辺圜底罐が口を上
とし底を下として「柱痕」の口上に正置されていた」という。この現象はわたしたちにヒ
ントを与えてくれよう。尖底器と圜底器とはおそらく「柱痕」の上に配置されていたろう
ことを。「柱痕」の上に配置された成型器具では陰干しを採用したか、あるいは焙り干し
を採用して塩塊を獲得していたことであろう。中壩遺跡の房屋遺構のなかでは、地面の上
には往々にしてとても厚い灰燼層が存在する。この灰燼は、塩を煎熬したのちに、〔石灰
に水を加えて溶くアクである〕「淋灰法」を行い塩水を濃縮する原料となるほか、余熱に
乗じて「柱痕」にはめ込んだり地面に敷き詰めたりして（上面には尖底器を挿し込んだり
圜底器を置いたりするわけである）成型器具を焙り干すことができるのである。灰燼のこ
のような用途は充分に燃料を節約でき、製塩の効率を高めることができるのである。
筆者が尖底杯の上の擦痕を観察したところ、多数の明暗とりまぜた上下の分界線が存在
した。下部の色合いは浅黒く、明確に炭の浸透した形跡が存在した。おそらくこれは焼成
後に二回目に火を通した痕か、あるいは尖底杯を「柱痕」に挿したり炭灰に敷き詰めて成
型器具を焙り干したりした結果なのであろう（79）。塩錠を形成する成型器具は、塩錠がうま
く出来たあと、中味を取り出してまた利用するときもあれば、打ち壊して遺構内に捨てて
しまったこともあったろうし、時には塩錠と一緒に販売され各地へ到ったことであろう。
そして後者こそがおそらくどうして製塩を行っていないような遺跡からもこの種の成型器
具が出土する原因となっているのである。
五　結語と展望
中国塩業史の研究は展開が急速で、その内容は詳細で明瞭であり、また文献資料も異常
に豊富である。ただしさらなる研究が望まれる分野も存在する。なかでも塩業技術や早期
の塩業、また比較研究などの分野が必要である。塩業の考古学とは実物を通して古代の塩
業を研究するという一領域となるが、独自の方法や道筋を持っており、他の研究領域によ
る代替が不可能なものとなっている。であればこそ近年来すさまじい勢いで発展しており、
研究の展開も多く、重要な成果を挙げているのである。
近十数年の考古調査や発掘を通し、四川盆地における古代の製塩技術はますます明確に
なり、多くの技術の細部も日増しにあきらかになってきた。第一に、製塩技術の出発が遅
くとも新石器時代末期にはじまっていたこと。中壩遺跡の大量の実物例証は、現在まで発
（78） 陳伯楨「由早期陶器制鹽遺址與遺物的共同特性看渝東早期鹽業生産」（『鹽業史研究』二〇〇三年第一期）。
（79） 白九江「尖底杯在古代制鹽工藝流程中的功能研究」（『鹽業史研究』二〇一〇年第二期）。
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見されている限りにおいて国内での新石器時代の製塩技術についての数少ない事例となっ
ている。第二に、塩カマドを中心とした考古学研究において、比較的十分な塩場の全体構
造が提示されたこと。製塩工程を研究するうえで、古代なかでも先秦時代の製塩工程を復
元するためにまことに重要な価値を持つものであった。第三に、塩カマドの発展や変容と
は製塩技術の進歩を最もよく体現するものであること。龍灶を代表とする変容の状況は、
人々が当時の条件下に熱エネルギーを利用しようとする最高度の段階なのであった。第四
に、塩業考古学が提示する細かい部分は文献資料による研究の不足点を補充し十全なもの
としうること。たとえば黄粘土の使用、陶製の成型器具、早期の「淋灰法」などについて
である。第五に、科学技術による調査方法が伝統的塩業研究に紹介され研究を新段階に導
いたこと。考古学による調査方法の紹介はもともと塩業研究にさらに実証を加えるべく行
われていたが、科学的計測の応用は塩業研究にさらにミクロな視点を導入でき、各種の研
究結果にさらに説得力を持たせることになった。第六に、塩業に関する考古学についてさ
らに国内外の交流や対比を深めさせることとなったこと。多くの学科研究を統合しながら、
塩業史の研究は世界における対話というレベルにまで進んできた。国際的にみて塩業に関
する考古学の歴史は長い。わが国の塩業考古学はまさに三峽地域からはじまったのだが、
開始すぐから世界の塩業考古学界の専門家の注目をうけ、ここからはじまった比較研究を
基礎とし、フィールドワークや民俗学調査、そして科学的計測といった多方面の資料が研
究者たちにより吸収され利用されることとなった。第七に、塩業考古学は塩業文化遺産の
保護と研究を促進することとなったこと。三峽の塩業考古学が発展してより、一群の研究
成果が世にあらわれた。そして中壩遺跡を代表とする出土文物は重慶の博物館に収蔵され、
中井壩の塩業遺跡はほぼ全面的な発掘が行われたうえで原遺跡の保護が実施され、寧廠古
鎮の保護は〔一九九二年三月に全国人民代表大会で討議された三峽ダム建設を主目的とす
る「長江三峽水利枢紐工程」の第三期工程が二〇〇九年末におおむね終了したことに続き、
二〇一一年十月に国務院により批准された「三峽工程後続工作規劃」の一環として〕後続
の三峽歴史文化遺産の保護プロジェクトの対象に指定されたのであった。
塩とは人類の生存に必要不可欠なものであり、この重要な需要があればこそ塩文化は発
生したのであった。その塩文化の核心とはまさに人力による製塩であり、そこでともに塩
産業の整然とした連環が形成されていったのである。塩の財産としての価値は一貫して人
類の分配問題の上で重要な問題でありつづけ、塩税は古代の国家財政の重要な財源の一つ
となり、国家は塩業に対する統制を厳しくもした。すなわち塩業とは、社会の経済や政治
そして軍事から文化的発展すべてに密接な関係を持つものなのである。四川盆地の塩業遺
跡はとても豊富であり、井塩の生産技術は一貫して世界の最前線に位置する。こうして塩
業考古の研究を進めていくことは、古代社会への認識を深め、考古学と相関する問題の発
展と深化を促進するうえでとても重要な価値があるのである。
